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１．研究計画の概要 

本研究は「微生物のガス酸性能向上技術によ
る持続型炭素循環システムの最適化」に資す
るための要素記述の研究と、それを統合した
最適化手法の開発を目的としている。 

研究計画は、室内実験とそれを反映した数値
手法の開発ならびに応用を逐次進めるもの
であり、以下の３つの研究フェーズを想定し
ている。 

１）地下微生物混在環境下における有用ガス
生産挙動の解析を通じて持続型炭素循環シ
ステムの稼働効率を定量的に評価 

２）微生物代謝活性への影響因子の解明と理
解の深化を通じて二酸化炭素のメタン変換
を人為的に加速・制御する技術開発の実施 

３）これらを統合して持続型炭素循環システ
ムの最適化手法を開発する 

 

２．研究の進捗状況 

現在までに上記研究課題１）と２）について
実施し、有用ガス生産の定量的解析と外部環
境因子の影響評価を通じて、地下内部におけ
るメタン生成挙動の予測に関する一定の知
見を得ることができた。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進んでいる 

（理由）「微生物混合培養系の利用によるメ
タン生成促進効果の解析」において、新規な
貯留層内還元力供給システム構築の可能性
が判明したため、新規研究課題を「原位置に
おける還元力供給システムの検討と反応特
性評価」を追加・実施している。 

４．今後の研究の推進方策 
新規課題である原位置還元力供給システム
に関して、モデル系を構築して実用可能性に

ついて評価を行うことに注力する。また研究
フェーズ３）について、反応モデルを構築し
て、最適化手法の開発に着手する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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